山岡元隣『百物語評判』の研究 by 寺 敬子 & Keiko Tera
  Page 46 11/08/01 14:03





























学 位 の 専 攻
分 野 の 名 称
寺 敬 子氏 名
2011年月日学位授与年月日
学位規則第条第項該当学位授与の要件




金 田 文 雄（広島女学院大学教授）
西 山 克
北 村 昌 幸
森 田 雅 也
教 授











































  Page 48 11/08/01 14:03
した。論文では「評判」と『類経』『万病回春』といった医学書との論旨の一致として答えている。しかし、
矛盾点は本草学の利用については、これも名著『本草綱目』を利用しながら、怪異の正体を博物学的に明
らかにしようとする元隣の姿勢があると答えるのである。すなわち、この元隣の「あいまいさ」は寺氏の
本論文の眼目となっているのである。具体的には、作中で語られる「狗神」や「轆轤首」といった怪異は
病の一種であると考えられており、それにまつわる怪異譚が元隣と医師のネットワークの間で語られてい
たと想像できるとする第一章の結論に集約されているのである。
第二章「第一節 『百物語評判』と西村本」は先行研究の中嶋隆氏の西村本の研究成果に負うところが
多いが、中嶋氏が論じきれなかった元隣・元恕の俳諧を中心とした文学グループの存在と「百物語評判」
会の一致に言及している。「第二節 『百物語評判』の情報元―「近江の油坊譚」からの考察―」は、その
典拠、伝承を博捜し、地道な成果となっている。
この「油坊」のモチーフについては審査委員より多くの示唆を得たが、この他の『百物語評判』の話の
情報元にも今後のさらなる元隣・元恕の文学グループ解明の手かがりが潜んでおり、このことを解明する
ことが寺氏の今後の研究課題であることも明らかにされた。
その意味では、「第三章『百物語評判』と浅井了意」「第一節『新語園』と『本草綱目』」「第二節『百物
語評判』と『新語園』」と展開する元隣・元恕の文学グループと浅井了意の関係を明らかにしようとする
試みは、今後の研究方向の試金石として高く評価できるのである。
以上、提出論文審査委員名は、論文審査、口頭試問ならびに公開発表会の結果から、寺敬子氏が本論
文よって博士（文学）の学位を受けるに値すると判断して、ここに報告申し上げる次第である。
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